
下妻小学校認知症サポーター養成講座を開催しました

令和２年１１月１３日（金）、下妻小学校体育館で「認知症サポーター養成講座」
を開催しました。講座には、下妻小学校４年生１１名と、授業参観のために来校され
た保護者も参加。

講師である「筑後市キャラバン・メイト」のメンバーより「認知症」について講義
を受け、寸劇や絵本を見ながら、認知症の人が困っていることに気づいたらどうした
らいいかを一緒に考えました。

・認知症ってなあに？
・認知症にはいろいろな原因があります。
・まわりの人の関わり方で、認知症の進行を
遅らせることができます。

■パターン②
小学生が校門の近くで、左右をキョロキョロしているおばあさんに会いました。

➔小学生は、おばあさんが困っていることに気づいたので、声をかけました。そして、
おばあさんが困っていることを、近所の人に知らせました。近所の人は、おばあさんと
顔見知りだったので、おばあさんの自宅に付き添っていきました。

■パターン①
小学生が校門の近くで、左右をキョロ
キョロしているおばあさんに会いました。

➔小学生はどうしたらいいかわからな
かったので、声をかけずに帰りました。

講 義

寸 劇

認知症の人に会ったらどんなことができる
でしょうか？劇をみて考えてみましょう。



４年生のアンケートより

Q．これからあなたが認知症の人と接する時に、どんなことが
できると思いますか？

・ぼくは道のあんないをしたいです。

・ゆっくり何をしているのか聞いてみる。

・おどろかせないようにする。

・おどろかせず、急がせず、いやなことを言わず、認知症の人と接していきたい。

・自分から声をかける。

・まよっていることを助ける。

・声をかけてこまっていることをしてあげる。声をかけて、したいことを手伝っ
てあげる。

• 認知症の人がいたら、早くも行動して声をかけて、道あんないをしたいと思い
ます。

• ３つのポイントの ①おどろかさない ②いそがさない ③相手がいやになる
言葉をいわないようにする。

• １回声をかけて、自分もわからなかったら近くの人にきく。

• 声をかけてだいじょうぶかたしかめて自分ができるところまでやる。

• 近くの家の人にたずねる。

保護者のアンケートより（一部抜粋）

・子供達には難しいと思う話を、劇や絵本を使って
わかりやすく伝えていただきました。大人の私達も
どう対応したらいいか、お話を聞けてよかったです。

・私も子どもの頃に、道で認知症の方とすれちがっ
たことがあります。その時は自分一人で、まわりに
大人もおらず、見て見ぬふりをして立ち去りました。
子どもの時にこのような機会があると、認知症につ
いての理解も深まり、いざという時の対処法もわか
るので、とても良いと思いました。

・劇を取り入れてあったので、認知症の方の症状や、認知症の人にどう接したら
いいか分かりやすかったです。「認知症は特別なことではない」ということ
を知ることが、大事なことだと思いました。

認知症の人へ声をかけるときの
３つのポイント

①おどろかせない
②いそがせない
③相手がいやだと思うことは言わない


